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2006年 9月 20日 

麴町税政連だより 

          （第 31号）  発行人 麴町税理士政治連盟 

                         会   長 太田 伸弥 

                           幹 事 長 紙谷 洋一 

                           広報委員長 喜多 葉子 

【会長からのご挨拶】 

昨年６月１５日に勝村前会長の後を受け、会長就任以来、会員の皆様には税

政連活動にご協力いただきましてありがとうございます。 

昨年度は税政連活動の周知と、会員数の増強、組織率のアップを活動の基本

としてまいりました。具体的には「麹町税政連だより」を号外を含め計 4 回発

行し、また、麹町税政連独自のホームページを立ち上げ、早期の情報発信の場

としました。 

更に、麹町支部の常会・幹事会・新入転入研修会等機会あるごとに税政連の

活動状況を報告し、周知に努めてまいりました。 

おかげ様で平成１８年７月１日（東税政報告日）現在、会員数４９４名（支

部会員数１１６４名）組織率４２．５%となりました。前年同日（平成１７年７

月１日）現在会員数３９７名（支部会員数１１００名）組織率３６．１%であり

ましたので、本年度は会員数並びに組織率ともに増加することとなりました。

これもひとえに会員の皆様のご協力の賜物と感謝しております。しかしながら

いまだ目標の７０％には、はるかに及ばない状況ですので、引き続きご協力の

ほどよろしくお願いいたします。 

会員数の増強のため、昨年１０月２５日の支部の税理士法人連絡協議会へ幹

事長とともに参加し、税政連への理解をもとめる等活動をしてまいりました。

さらに、税理士のための税政連の活動をより一層の理解していただくための周

知活動と税理士法人への訪問等、組織強化活動を行うことが今年度の課題であ

ります。 

平成１８年度は選挙の予定がありませんので、会員増強を第一に活動したい

と存じます。 

ホームページは、ようやくアクセス数が 1,000 件を超えたところであります

が、最近徐々にアクセスが増えてきています。速報レポート等に税政改正要望

や国会質問の議事録等を掲載しております。 

税政連活動の基本である選挙活動及び後援会活動では、麹町税政連として、

都議会議員選挙において内田茂都議会議員を推薦し、また、突然の衆議院解散

総選挙においては与謝野馨議員、海江田万里氏を推薦し、選挙応援、後援会活
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動へ協力をいたしました。さらに海江田万里後援会の設立に協力し、勉強会に

参加しております。 

昨年末からの自民党税制改正大綱公表以来「特殊支配同族会社の役員給与の

損金算入制限措置」の成立に日本税理士政治連盟、東京税理士政治連盟ととも

に反対運動を展開してまいりました。 

具体的には昨年末の１２月２６日に東京都第一選挙区の単位税政連会長とと

もに与謝野馨経済財政担当大臣を訪問し、反対の陳情いたしました。本年２月

１７日に東税政とともに衆参議員会館で数々の国会議員に反対の陳情いたしま

した。また、鈴木克昌衆議院議員に反対の質問を要請するなど数々の活動を展

開しましたが、残念ながら可決・成立した過程は、皆様ご存知のとおりでござ

います。 

以上、簡単ではございますが、昨年度の活動概要をご報告させていただきま

した。本年度も変わらぬご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

【報告事項】～平成１８年３月から 9月まで～ 

≪活動報告≫ 

１８．０３．３０  東京税理士会館において東税政主催の研修会が開催され

た。 

１８．０８．２５  主婦会館プラザエフにおいて開催された「与謝野馨国務

大臣の国政報告会」に太田会長他多数の会員が参加した。 

１８．０９．１２  「海江田万里を囲む税理士の会」主催の「防衛講話と市

ヶ谷自衛隊見学ツアー」に太田会長他の役員が参加した。 

≪会議等報告≫ 

１８．０３．３０  東税政の各単位会会長・幹事長会議に出席 

１８．０５．１９  第１回幹事会を開催 

１８．０５．２２  東税政の政策委員会・国対委員会合同会議に出席 

１８．０６．２３  第２８回定期総会を開催 

１８．０７．２１  東税政の政策委員会に出席 

１８．０９．０４  東税政の各単位会会長・幹事長会議に出席 

１８．０９．２１  東税政の第４０回定期大会に参加 

≪事務連絡≫ 

１８．０７．０５  H18.07.01現在の麹町税政連「会員である税理士の数」

に関する報告書を東税政に報告した。「会員である税理士

の数」494名（加入率 42.5%、48単位会中 44位） 

１８．０７．０５  東税政からの「平成 19年度税制改正に関する要望」に

ついてのアンケートに回答した。 
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【麹町税政連からのお知らせ】 

① 特殊支配同族会社問題について 

  不幸にして「特殊支配同族会社の役員給与に係る損金不算入」の規定が法

制化されてしまいました。この法制化に際し、国会審議で今一つ議論が盛り

上がらなかった理由に中小企業団体から統一した反対意見が出ず、税理士会

だけが有力団体として反対意見を表明していたことがあげられます。しかし、

ここに来てようやく有力中小企業団体のひとつである東京商工会議所が当該

規定の廃止を含めた抜本的な見直し意見を表明（H18.7.13 付 第 572 回常議

員会決議）することとなりました。 

  既に東税政も平成 19年度税政改正に関する要望（H18.8.29）にて同規定の

廃止を要望しております。今後は、同規定の廃止のために東商などの他団体

とも連携しながら国会議員やマスコミ等にも働き掛けていく所存です。 

  なお、同要望書は麹町税政連ＨＰに掲載しておりますので是非一度、ご覧

下さい。 

 

② 平成１８年度会費納入のお願い 

平素は税理士政治連盟の運営につきまして、深いご理解とご協力を賜り厚

く御礼申し上げます。 

率直に申し上げて現在、東京税理士政治連盟の財政は危機的状況にあり、

税理士擁護のための税政連の事業活動が充分に出来ず、東京税理士会との両

輪の役目を果たせない状況にあります。 

その大きな原因は税政連の会員加入率の減少にあることは言うまでもあり

ません。 

現在、東税政の収入は、各単位税政連において各会員よりお支払いいただく

年会費 8,400円のうち、東税政分担金としての 5,500円がそのほとんどです。

これは平成 7 年度に政治献金規正法の改正によって東京会からの支援が受け

られなくなり、結果として会員の皆様からの会費・募金が唯一の収入源とな

ったためです。 

その一方で東税政は日税政に対して東京会総会員総数（未納会員を含めた全

員分）に応じた分担金を負担しなければなりません。これらのお金によって

日税政や東税政が税理士全員に対して配布している会報が作られているため

です。 

このように皆様に納入していただいた会費は、東税政そして日税政の活動に

も役立たせていただいております。税政連活動の成果は税理士会員の全員に

帰属することをどうかご理解下さい。 

麹町税政連は単位税政連として東税政を支えております。東税政は東京税理



 - 4 - 

士会では禁止されている政治活動を通じて税制改正・会社法改正・税理士法

改正等々の実現のために運動を展開し成果をあげてまいりました。一党一派

にとらわれない立場を堅持しつつ関係方面に活動を行っております。 

税政連会費の納入はあくまでも任意でございますが、これらの活動をより充

実させる意味でも、是非会費の納入をお願い申し上げます。 

平成 18 年度会費の振込票は既にお手元に送付済みではありますが、再度ご

確認いただければ幸いです。また、本連盟では便利な「口座振替」もご利用い

ただけますので詳細は麹町支部事務局までお問い合わせ下さい。 

 

税政連は 税理士の 税理士による 税理士及び納税者のための政治団体です。 

   http://ctz-koji.hp.infoseek.co.jp/ 

 

http://ctz-koji.hp.infoseek.co.jp/

